
令和７年度 地域連携推進会議 議事録 
 

開催日：令和８年３月17日 10時～11時半 

場所 ：はなばたけ 

参加者：利用者 Ａ氏、利用者家族（母親） B氏 

奈良市社協 生活支援コーディネーター Ｃ氏 

地域住民 Ｄ氏 

石井（法蓮エリアリーダー） 

加藤（はなばたけサービス管理責任者） 

加（はなばたけ世話人） 

 

１．開会あいさつ 

主催者より本会議の趣旨および国から通達が出た背景等について説明。 

 

２．参加者紹介 

主催者から参加者席順に自己紹介。 

 

３．本日の流れ 

※配賦資料に基づき、石井リーダーより説明。 

※資料記載内容以外の補足説明等については以下に記載 

（１）当法人およびはなばたけの事業説明 

・補足説明として、Ａ氏より養護学校卒業時に野の花舎を立ち上げたこと

を話していただく。 

・法人格になったのは平成20年、後に平成30年に法蓮町へ移転。 

 

（２）はなばたけのご利用者の生活についての紹介 

・生活支援は、ご自身でできることを可能な範囲でしていただき、難しい

部分を職員がサポートをさせていただいている。（加） 

・健康管理については、自身で体調等を適切に訴えることができる方は少

ないため、表情や様子などを観察して推し量る必要がある。 

・定期的な避難訓練などは実施しているが、ご利用者様が実際の災害時を

想像して訓練することということが難しい方が多い。（例：上履きのま

ま外に出るなど、日常と違う行動がしづらい） 

職員側としては、そういった難しさがあるということは想定したうえ

で、実際の災害時の対応手順は押さえておくようにしている。 

  ・医療の必要性が高まってきている。 



 

（３）グループホームにおける課題 

・年金等の収入に見合った経費を徴収している。しかし、状況を鑑みて、

値上げも視野に考える必要がある。（石井） 

・利用日数が増えると、年金では自己負担分が賄えなくなる可能性があ

る。そうなったときにどうしていくか不安がある。（Ｂ氏） 

  →生活保護をとるケースはあるということを説明 

Ｃ氏に同様の相談があるかを伺うと、そういったケースの場合、

やはり生活保護を利用される。基本的に生活保護で年金の足りない

ところを補填してもらうことが可能。（Ｃ氏） 

・事業所外のトラブル対応について、通勤途上での行動などで苦情はあっ

た。通勤経路の調整や見守り支援などで再発防止に努めている。自立度

が高い方になると自身で行動範囲を広げられるため、制限しきれない部

分がある。（石井） 

 

（４）地域とのつながりについて 

・自治会には最初から加盟しており、しばらくは正会員であったが、役な

どを行うことが現実的に難しいため、現在は準会員になっている。（石

井） 

・現在準会員として参加しているが、今月の28日の総会には参加する予

定。（加藤） 

 

（５）意見交換 

・行政側（社会福祉協議会）で、施設に関しての苦情を受けることがありま

すか？ 

→『建てるときに地域住民との調整が必要』と聞く。 

生活する中では、『夜間の大声が気になる』など、生活時間の中で起

きる問題がある。 

自治会に入っていることは安心なのではないか。（Ｃ氏） 

・近隣にこう言った事業所があるということを知る機会というのはありまし

たか？ 

→近隣に居住しているが、自治会は違うため、内容はわからなかった

が、存在は認知していた。（Ｄ氏） 

・グループホームで虐待案件などが見られるが、ここまでの説明を受けて何

か環境的なところでお感じになることはありますか？ 

  →住まわれている方が心地よく過ごせているなら良いと思う。（Ｂ氏） 

   近隣との付き合い含めどこもつながりが薄くなってきている。こっち

がオープンな気持ちでいることも必要と思う。（Ｄ氏） 

・（Ａ氏に）グループホームの生活は楽しいですか？何が楽しみですか？ 



→ほうれん棟での『楽しみ』は外食へ行くこと。『天下一品』や『さと』

に行った。（Ａ氏） 

・ご利用者様の意向を聞いて、『ほうれん棟』の方々はいろいろな場所に出

るようにしている。 

・色々と配慮されている。『野の花舎』での仕事の内容なども。（Ａ氏） 

 

（６）施設見学（職員の案内ではなばたけ棟内を見て頂く） 

・各部屋に鍵が付いており、プライベート空間を保たれているのがいい。

（Ｄ氏） 

・男性の入浴はほうれん棟と協力して行っている。又、ストマ使用の方につ

いては、訪問看護との連携をしている。（加藤） 

・酸素ボンベ使用の方には、移動のしやすさなどを考慮して、1階で生活し

ていただいている。（加） 

・お食事のメニューは？（Ｃ氏） 

→はなばたけでは、朝夕『ヨシケイ』のメニューを主に使用している。

少しでも食べることに楽しみを持ってもらうために『お誕生日のお祝

いおやつ』『週末のお疲れ様おやつ』などの形で提供することがある。

（加） 

 

（７）質疑応答 

・地域の中で関係性ができたらいいと思う。 

・親御様の気持ちは？（Ｄ氏） 

  →安心して生活し続けることのできる場所であって欲しい。 

プライスカットのあった場所で、野の花舎の立ち上げ前に商品を売っ

ていただいた時代があったので、法蓮町には縁があると思っている。

（Ｂ氏） 


